




























































































                    で初めて極限が
導入されるが，教科書では微分係数の式
に多項式を当てはめ，除算等の式整理を











































































































短い時間    までに転がる平均の速さ
   (m/s)を求め， を短くしていく時の平均
の速さを考えさせ，瞬間の速さを求める学
習につなげさせていく。また，極限に関し
ては，  の値にできるだけ 0 に近い小数を
代入することで，近似的に 2 に近づくとい
う指導がなされるようにしている。続いて，








         
       
 
     
 
     
   
   
        
2 秒後からごく短い時間   秒をとり，2 秒後と(   )
秒後との間の平均の速さは 
となる。このとき，  の値を 0 に限りなく近づけると，
  の値は次の表のようになる。 
h (秒) -0.01 -0.001 … 0 … 0.001 0.01 
  m/s 3.99 3.999 … 4 … 4.001 4.01 
この表が示すように，  の値が正負に関わらず 0 に限
りなく近づくとき，平均の速さ    は，  m/s に近づ
く。この速さを瞬間の速さという。 
上記の  が 0でない値をとりながら限りなく 0に近
づくとき，記号 lim を使って， 











指導がされている。数列{    }を考えたとき，
  を限りなく大きくしていくときの一般項
    の値を考えさせて についての極限を
学習する。金井(2008)は関数の極限の概念
について「関数の極限は，関数    の定義
域の中に数列{     }があるとすることによ



















































































































書けば，任意の   に対して適当な   















 ある点の運動で  における点の位置が
     ，     であり，その時の水平方向の速
度が  ，垂直方向の速度が  であったとする。
    ，    に当たるものを「流量」，  ，  に
当たるものを「流率」と呼んだ。そして，
例えば流量の関係が     
     であるこ
とが分かっているときは，流率の間に成り
立つ関係を                
     と求め
ることができた。すなわち，ニュートンは 
を微小量とし，流量の関係の式の ， にそ

















































































       (物理的) → (数学的一般化) 
 
       平均速度 ＝ 平均変化率 
 
           極限     極限 
 

























(4) 瞬間の速さが時間幅を 0 に近づけた
ときの速さを考える。 
(5) 最終的に瞬間の速さにおける時間
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